
Japan Football Association

【活動報告】

U-17九州キャンプ

報告者：JFA九州チーフ 大久保 毅



キャンプ期間/会場
期日：2025年9月9日～11日（3日間）
会場：福岡県宗像市グローバルアリーナ

参加選手
福岡県4名 佐賀県2名 長崎県3名 熊本県2名
大分県3名 宮崎県3名 鹿児島県3名 沖縄県3名 計21名（Jクラブ7名 高体連16名）

スケジュール
9日PM：フィジカル測定、トレーニング①

10日AM：ミーテイング・トレーニング② ※雷雨の為、室内トレーニング
PM：TRM vs東海大福岡

11日AM：TRM vs九州産業大学

September 13th, 2018

キャンプ概要



目的

➢遅咲き選手の発掘、育成、強化
➢アンダーカテゴリー日本代表との連動制
➢2種年代の指導者への情報発信
➢サニックス杯国際ユース大会セレクション



スタッフ 名前 所属
監督 大久保 毅 JFA九州チーフ/鹿児島FAコーチ
コーチ 佐藤 祐介 大分FAコーチ

GPコーチ 岡本 理生 JFAアカデミー宇城GKコーチ
主務・コーチ 時田 剛二 熊本商業高校

アシスタントコーチ 赤嶺 佑樹 沖縄FA

サポート FAコーチ 神戸 昌宏 宮崎FAコーチ
トレーナー 山本 匠 医療法人  堺整形外科医院

JFA/FAコーチ/指導スタッフ



スケジュール
9/1０（火） 9/1１（水） 9/1２（木）

6:45 コンディションチェック 6:45 コンディションチェック

7:00 朝食 7:00 朝食

8:30 ミーティング 8:30 ミーティング

9:00
１０：３０

ＴＲ②※雷雨の為、室内へ変更 10:00
ＴＲＭ ｖｓ九州産業大学

（４０分×２本）

11:30 スタッフ集合・打ち合わせ

12:00 博多駅送迎バス出発 11:30 昼食 12:00 昼食

13:00 選手集合
セルフコンディション

＊昼食後解散

13:15 メディカルチェック
13:00 博多駅行きバス出発

14:45 ミーティング

14:00 オープニング 15:15 Ｗ－ＵＰ

15:00 フィジカル測定
16:00

ＴＲＭ ｖｓ東海大福岡高校
（４０分×２本）

１６：００
１７：３０

ＴＲ①

18:30 夕食 18:30 夕食

19:30
ミーティング

19:30 ミーティング

20:00 メディカルチェック

20:30 メディカルチェック・ケア

宿泊 グルーバルアリーナ 宿泊 グルーバルアリーナ 宿泊 グルーバルアリーナ

オープニング/トレーニングイメージミーティング 午前：トレーニングイメージミーティング
午後：ゲーム前ミーティング

午前：試合振り返り



クリエイティブでたくましい選手になる
サッカーの本質の追求
インテンシティー＆クオリティー

積極的に仕掛け連続した攻守の関わり、ハードワークをベースとした

よりタフでよりコレクティブでアグレッシブなサッカー

個の力＋グループ＝チーム力
グループの中で活きる個の力

個人で奪える/守れる

個人で勝負できる/決めれる



もっと高い基準で！もっとできる！！



適応力,対応力
環境の変化、相手の変化、複数のポジション．．．

いつでも、どこでも、誰とでも



�‡W-UP 【アイスブレイク】（GPも一緒） 10min
5vs2（8m×8m）ワンタッチ 10min        ※7人1組（メンバー割）（GP別）

�‡TR1 【パス＆コントロール】 15min
トライアングルパス（13m×13m）

�‡TR2 【ポゼッション】 15min （11人1組）
4vs4+1F+2S（14m×16m）

�‡GAME【11VS11】
※時間/本数はコンディション次第

1日目TR
15:30～17:00 ＠グローバルアリーナ（ピッチC） FP21名 GP2名



�‡W-UP 【ステップワーク】（GPも一緒） ５min
【鬼ごっこ】 15min
ハンドパス5vs2（6m×6m）

�‡TR1 【ポゼッション】 10min
5vs2（6m×6m）

�‡GAME ドッジボール 11VS11

2日目TR
8：30～10:00 ＠グローバルアリーナ（ミーティングルーム）

※午前中、雷雨の為スケジュール変更

10：15～11:15 ＠グローバルアリーナ（武道館） FP21名 GP2名
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GP	x�4	•

●試合の !"局面において、ポジションと開始姿勢を取り続ける

●試合の !"局面において、#$／%$"ユニットと連携してプレーする

●明確な判断からのアグレッシブなプレー（テクニックに拘る）

ゲームの中で、自分の良さを表現する
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◆U-17年代では、これまで積み上げてきた「テクニックと個人戦術・グループ
戦術」をチームコンセプトの中で高いレベルで発揮することを目指す。
◆プレー強度（インテンシティ）、基本テクニックの質（クオリティ）の更な
るレベルアップ
◆ボール状況に応じたポジショニングと的確な判断（特に守備、チャレンジ＆
カバー、スライド）
◆攻守に関わり続ける
◆フィニッシュの精度（クロス、ラストパス、シュート）
◆球際の強さ、迫力
◆日常の拮抗したゲーム環境と質の高いトレーニングが選手をさらにレベル
アップさせる。そのためにも、世界トップレベルを意識した環境作り＆指導
者の関わりが重要。（�W要求基準を上げること）

まとめ



最後になりましたが、U-17九州キャンプの開催にあたりご尽力くださいました、
九州サッカー協会をはじめ、各FAの技術委員長、2種技術委員長の皆様、また
リーグ戦開催中の大事な時期に選手を派遣していただきました各チームの関係
者の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。

今回参加してくれた選手たちが、キャンプで経験したことを糧に、夢に向かっ
てさらに成長していくことを期待しています。



Thank you


